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　層状化合物のホスト層を剥離することで合成できるナノシー

トは厚さ 1nm 程度、大きさが数百 nm 形状を有している。この

ようなナノシートは Layer-by-layer 法などで基板上に積層する

ことが可能であり、作製した層状薄膜を用いた機能性素子の研

究も進められている。しかしながら、報告されているナノシー

トの多くは酸化物ナノシートであり、導 性を持つナノシート

は殆ど報告されていない。導 性を有したナノシートが合成で

きれば、 子デバイスへの応用が期待できる。グラファイトは、

埋蔵量も多く単価が低いため、工業化という点でも有利である。

しかし、グラファイトは層状酸化物と異なり、直接ナノシート

に剥離することは困難であった。そこで研究では、グラファイ

トの剥離プロセスを検討し、厚さが 1nm 程度のグラファイトナ

ノシートを合成する手法を開発した。
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